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取組の目的、目指していること：

「高齢者・障害者をもった人が住みやすい洛西ニュータウン
を目指して」次の取り組みをした。
１．高齢者の居場所運営

①カフェの開催と障害者の受入れ
②高齢者と障害をもった人の交流会
③第５回わくわくマルシェ

２．情報発信
①わくわくサロンだよりに障害者の情報掲載
（１）イベント情報
（２）ボランテイア募集、グループホームの世話人募集

②わくわく通信
障害のある方もない方も共に暮らすまちを目指して

障害のある方の暮らし～西京区の場合～
③令和元年障害者週間

障害者に住みやすいまちをどのようにつくるか
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令和元年度の主な活動内容：
１．高齢者の居場所運営
（１）高齢者の居場所カフェ（月～金）実施

高齢者の利用１日９名年間２１６０名
毎週金曜日 昼食会 １回平均１１名年間５２０名

（２）高齢者の居場所に障害者を受け入れる
２ヶ月に１回日曜日に開催の「うたおう鳴らそう」

（３）第５回わくわくマルシェ
２．福祉に関する情報発信
（１）わくわくサロンだより（毎月１回発行）障害者情報
（２）わくわく通信第１２号、第１３号
（３）令和元年障害者週間（１２月３日～９日）

①啓発チラシ配布１２月３日11時～14時ラクセーヌ
②講演会開催１２月７日（土）13時30分～15時30分

会場：障害者支援施設「洛西寮」
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令和元年度の活動の成果：
１．障害者との交流「歌おう鳴らそう会」は練習を重ねる毎

上達し第５回わくわくマルシェに出演発表した。
２．令和１年障害者週間（12月3日～9日）に啓発ビラ配布
３．同 障害者週間に「講演会」を開催 好評であった。

日時・場所：12月７日（土）・障害者支援施設洛西寮
テーマ：障害者に住みやすいまちをどのようにつくるか
講師：大阪府立大学地域保健学域准教授 三田優子

活動において苦労したこと、苦労を乗り越えた対策など：
１．障害者週間の取り組みについて、各障害者団体と連携し

た取組を考えていたが年度当初に呼び掛けが出来ておら
ず、障害者講演会の開催日が他の行事と重なり多くの参
加者を得ることが出来なかった。



令和元年度地域団体活動ステップアップサポート事業

今後の活動展望：
１．高齢者の居場所に障害者を受け入れているが、障害者、

高齢者、子供、若い世代と分けず「みんなの居場所」と
して常に交流出来る居場所づくり（竹の里会館）

（新型コロナウイルス感染予防としての居場所のあり方検討）
２．令和１年に高齢者・障害者の交流プログラム

「うたおう鳴らそう！」の経験から「おじさんのかさ」
を取り上げミュージカルに仕上げる。参加者募集中

自由記載（ニュータウン・地域をこうしていきたいという思いなど）
１．４地域のサブセンターを特色のあるものにして、巡回

バスでいくことが出来るものにする。
２．各サブセンターの１室を防音室にして若い世代の楽器

演奏が出来る（WIFI接続可能）。
３．センターゾーンは文化ゾーンとして、映画、音楽、演劇

等が出来る小劇場を設ける。


